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３月会議常任委員会報告
（質疑の抜粋）

■町ひとり親家庭に対し医療費助成の際の控除
額（登録世帯ごと1月あたり1,000円）を廃止
（令和５年11月1日から） 
Q廃止の理由は。
A令和３年度からの窓口無償化に加え、利便性
の向上と昨今の物価高騰から廃止しました。

■町国民健康保険の出産育児一時金を42万円
から50万円（産科医療補償制度の加算対象と
なる出産）に増額（令和５年４月１日から）
Q当町の該当件数は。
A令和3年度は6件、令和4年度は3件です。
Q当町周辺地域での出産費用は、今回の改正で

賄えるのか。
A産院によっては、出産費用増との報道もあり
ますが、改正の金額内と考えます。

総務厚生常任委員会

■スクールバスへの児童置き去り防止対策のた
め、条例を改正
Q改正に伴い、運行業者との協議は進んでいる

のか。
A安全装置設置にあたり、随時協議を行ってお
り、こども園、小学校分を予算計上していま
す。

■高田工業団地最後の一区画
Q購入希望者から申し入れはあったのか。
A１月に分譲申込書を受付けました。

■下水道施設の接続促進不調
Q原因をどう分析しているのか。
A物価高騰や、コロナ禍による不景気の影響。
また、高齢者世帯が未接続となっています。

Q移住者が空き家等を購入した際の下水道接続
に助成は。
A移住・定住促進に向けて、今後協議します。

産業教育常任委員会

１月会議
【一般会計補正予算　第８号】
歳入歳出それぞれ1,444万5千円を追加
●母子保健事業	 （1,418万6千円）
妊娠・出産時における相談及び経済的支援の
一体的実施

【本郷生涯学習センター施設備品購入契約】
書架、ミーティングテーブル
	 （2,473万7,460円）
契約の相手方
�� （株）栄町オサダ（指名競争入札）

３月会議
【一般会計補正予算　第９号】
歳入歳出それぞれ5,721万4千円を減額
事業費の確定による減額補正
（総額138億4,717万1千円）

追加議案
【令和5年度一般会計補正予算　第1号】
歳入歳出それぞれ74万8千円を追加
国家賠償請求事件（保管動産の誤処分）につい
て、町を被告として訴状が提出されたことか
ら、本町顧問弁護士に当該訴訟業務を委任する
ため。
【本郷生涯学習センター改修工事（電気設備工
事）請負変更契約】
誘導灯・階段灯の設置、非常放送設備の更新等

（1億3,537万4,800円）
契約の相手方
�� 富士・ハヤト特定建設工事共同企業体

第２回４月会議
【一般会計補正予算　第２号】
歳入歳出それぞれ1,011万8千円を追加
（総額117億1,486万6千円）
●子育て世帯臨時支援事業	 （1,011万8千円）
低所得の子育て世帯（住民税非課税世帯（ひ
とり親世帯を除く））に対し、児童1人当たり5
万円を給付

主な議案
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1月会議　1月13日
報告2件・議案2件（計4件）

3月会議　2月27日～3月15日
報告1件・議案30件・追加議案2件
・発議2件（計35件）

第2回4月会議　4月27日
報告4件・議案1件（計5件）

３月会議においては、令和5年度一般会計及び各特別会計予算等について慎重に審議し、
全議案原案のとおり可決・同意しました。一般会計予算の審議内容については、P.4～7
をご覧ください。

那須町議会を視察（議会運営委員会）
令和5年1月24日

議会タブレット端末導入に向け、①本会議のペーパ
ーレス化、②オンライン会議、③災害時等緊急時の
迅速な情報共有を目的に視察研修を実施しました。

東日本大震災から12年
忘れ得ぬ「あの日」から12年経っても課題は山
積。「3･11」の発生時刻に合わせ、議場において、
犠牲者を悼み議員全員で黙祷をささげました。

会津美里消防署新庁舎を視察（全議員）
令和5年3月28日

令和4年12月から運用を開始した消防署新庁舎を
視察しました。町民の安全・安心のため努めてい
ただきたいです。

「福島県最低賃金の引き上げと
� 早期発効を求める意見書」

意 見 書 提 出 令和5年3月15日

政府の「骨太の方針 2022」で、早期に最低賃
金全国平均 1,000 円以上となることを目指す
とした政府の積極姿勢を重く受け止めて、福島
県最低賃金を早期に、1,000 円を目指した引
き上げを行うこと。
〈提出先〉
　内閣総理大臣、厚生労働大臣、福島労働局長

鈴木繁明副議長から 4月 7日付けで副議長の辞職願が提出され、4月 19日に行われた定例
会第１回 4月会議において辞職が許可されました。その後、副議長の選挙が日程に追加され、
指名推選により横山義博議員が副議長に就任しました。

副議長の選任

このたび、４月会議において副議長に推選され就任いたしました。
11月までの残任期間を議員各位の協力のもとに努めてまいります。
� 副議長　横山　義博

副議長就任あいさつ
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政策

１

・地域特性を十分考慮した除雪対
策を図り、運行管理を行いより効
率的な除雪対応に努めます。
・空き家については私有財産であ
るため、所有者等に改善処置を行
っていただくことが原則であり、
補助金等を活用して今後も継続し
て適正管理に努めます。

町の回答

・除雪対策は、幹線道路のみなら
ず、生活道路や通学道路など地域
の情報をしっかり把握した除雪対
策を図ること。
・危険空き家の除去問題に法的処
置を模索すると共に、空き家等対
策促進に取り組むこと。

議会の提言
道路の安全確保を実施道路の安全確保を実施

道路維持管理事業……… １億8,417万７千円
空き家利活用事業……………… 223万８千円
廃棄物処分事業………… ２億7,709万２千円

令和５年度予算にこう反映

【質疑】
Q道路修繕要望や舗装依頼に対する実行率を

想定しているのか。
A区長会要望を最優先とし、パトロールを基に
舗装補修など損傷度、重要度から緊急性や路
線の状態に応じ実施していますが、基準が異
なるため、実行率の算定はできません。

令和４年９月27日に提出した
提言書が、令和５年度一般会計
予算にどう反映されているかを
予算特別委員会（議長を除く全
議員で構成）で質疑を通し審議
しました。

令和５年度
政策方針決まる

あの提言は予算に
反映されたか！

委員長　大竹　惣委員長　大竹　惣 副委員長　荒川　佳一副委員長　荒川　佳一

予算特別委員会

令和５年度一般会計予算
総額 117億400万円
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政策

２
政策

３

・防災・減災の要は、自らの身は
自らで守る「自助」、自分たちの
住んでいる地域は自分たちで守る
「共助」の防災体制を構築するこ
とです。災害時の避難誘導等の核
となる自主防災組織の設立支援に
ついては、出前講座の活用や集落
支援員と連携し、積極的に推進し
ます。

町の回答

・生活支援コーディネーター、集
落支援員と連携し、新たな「集い
の場」を設置します。
・保育士等を確保するための新た
な支援制度に取り組み、受け入れ
環境の充実を図ります。

町の回答

・防災・消防体制の充実、自主防
災組織の拡充と強化を図ること。

議会の提言
・「福島県一認知症に優しい町」を
名実共に実現させるための事業継
続と、「集いの場」等の更なる拡充
を図ること。
・待機児童の解消や、子育てしや
すい環境づくりと、施設の整備、
維持に努めること。

議会の提言

福島県一認知症に優しい福島県一認知症に優しい
会津美里町会津美里町 地域防災体制の構築地域防災体制の構築

消防団員活動事業…………… 6,513万２千円
消防施設維持管理事業……… 3,338万６千円
防災情報システム事業……… 8,216万３千円

令和５年度予算にこう反映

認知症対策総合支援事業……… 879万５千円
生活支援体制整備事業………… 610万３千円
子どものための教育・保育給付事業
…………………………… ３億4,023万３千円
こども園管理運営事業… ２億9,295万９千円

令和５年度予算にこう反映

【質疑】
Q消防団員の処遇改善は、消防団への入団促

進、団員確保に繋がるのか。
A若年層の減少等により団員確保が難しく、
若年層が入団しやすい環境を整えるため、
処遇改善を進めています。

【質疑】
Q保育士等宿舎に保育士等を入居させている

場合、補助金を給付するとしているが、保
育士等の範囲と、対象者数の想定は。
A令和４年度以降採用の常勤保育士と幼稚園
教諭で、採用８年以内の方が対象です。私
立認定こども園各１名を想定しています。
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政策

５
政策

４

・令和５年10月に開館予定の郷土
資料館は、町の歴史や文化につい
て、「集める」・「学ぶ」・「親しむ」
拠点となることから、町民に対し
十分に周知の工夫を図るととも
に、積極的に小・中学生の郷土愛
の醸成・涵養に繋がる取り組みを
実施します。

町の回答

・認定農業者以外の担い手を確保し、
複合経営を推進し、農業経営の安定化
を支援します。
・あやめまつり、ワインフェスをはじ
め４大イベントでSNSとクーポンを組
み合わせた誘客事業を展開します。
・まちなか賑わい創出協議会を立ち上
げ、学識経験者を招聘し、住民の意見
を取り入れたビジョンを策定します。

町の回答

・地域文化遺産、歴史、遺跡等の
情報提供・周知を図り、小・中学
生の郷土愛の醸成・涵養を図るこ
と。

議会の提言
・耕作放棄地の解消のため、担い手の
確保を図り、魅力ある農業と農家所得
の向上を目指し、より一層の支援策を
図ること。
・観光資源の利活用と誘客のための情報
発信強化と、観光地としての「お金が落
ちる」仕掛け・仕組みの構築を図ること。
・商店街の賑わい創出と街なか再生の
ため、長期的ビジョン策定について
は、専門家の適切な指導・助言を受け、
町が主体的に取り組むこと。

議会の提言

会津美里町４大イベント会津美里町４大イベント

小学校管理運営事業………… 7,425万５千円
中学校管理運営事業………… 8,242万９千円
体育施設管理運営事業… ４億1,709万３千円
文化財保存・活用事業……… 3,058万１千円

令和５年度予算にこう反映

新規就農者・担い手育成事業 … 2,594万８千円
農業生産力強化支援事業…… 5,329万８千円
観光誘客事業………………… 2,077万４千円
観光対策事業………………… 6,324万１千円
商工活性化事業……………… 1,641万４千円

令和５年度予算にこう反映

【質疑】
Q地域と学校が連携・協働する仕組みづくり

を推進するとあるが、具体的にどのような
仕組みか。
A学校の求めと地域の力をマッチングし、効果
的な学校教育支援を行う地域学校協働本部
を設置しており、学校運営協議会と連携しな
がら、幅広い地域住民等の協力により、事業
を実施しています。

【質疑】
Q観光協会が主体となって実施する観光イベント

の更なる改善の具体的内容は。
Aワインフェスを成功例とし、伝統行事にも、外
部からのツアー客を入れることです。

郷土資料館は町内歴史の宝庫郷土資料館は町内歴史の宝庫
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政策

６
政策

７

・利用可能な空き家等の実態調査
を積極的に行い、空き家・空き地
バンク登録件数増加に力をいれ、
マッチングに取り組みます。
・人口減少対策には、結婚から子
育てまでの一貫した支援を推進し
人口の増加を図ります。

町の回答

・通年カリキュラムとして管理職
研修をはじめとした、より実践的
な各種研修を実施し、職員の資質
向上を図ります。
・「成果とコスト」を意識した行政
評価と連動した成果重視の財政運
営に取り組みます。

町の回答

・移住、定住の促進を図るために、
空き家を利用し、人口増に繋がる
仕組みづくりの構築をさらに強化
すること。

議会の提言
・職員の資質向上や人材育成のた
めに各種研修会へ積極的に参加さ
せること。
・的確な事務処理の執行に努め、
最小の経費で、最大の効果が挙が
るように努めること。

議会の提言

移住促進事業………………… 5,250万４千円
ネウボラ推進事業…………… 2,614万３千円

令和５年度予算にこう反映

町税賦課・徴収事業………… 3,663万１千円
職員研修事業…………………… 396万８千円
総合行政システム運用事業… １億8,428万円

令和５年度予算にこう反映

【質疑】
Q婚姻に伴う新生活に係る経済的支援の詳細

を伺う。
A結婚に伴う新生活のスタートアップに係る、
住宅のリフォーム費用、アパート等の家賃、
引っ越し費用を支援するものです。

　要件：�世帯所得が500万円未満の世帯で、夫
婦共に29歳以下の世帯に上限60万円

� � �夫婦共に30～39歳までの世帯に上限
30万円を支給

【質疑】
Q一部業務システムの標準化対応やマイナン

バーカードを活用した住民票などのコンビ
ニ交付システム導入の目的は。
A業務システムの標準化については、法律によ
り令和７年度までに税や住基などのシステ
ムを標準化していく必要があるためです。コ
ンビニ交付システムについては、休日や夜間
でも証明書の発行が可能で、町民の利便性向
上が図れます。

マイナンバーでマイナンバーで
住民票がコンビニ交付可能に！住民票がコンビニ交付可能に！

入学時の金銭的負担を軽減！入学時の金銭的負担を軽減！
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一
般
質
問
　

議
員
10
名
が
町
政
を
質た

だ

す

一
般
質
問
と
は
・
・
・

議
員
が
町
の
行
政
全
般
に
関
し
、
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
の

方
針
等
に
つ
い
て
、
執
行
者
（
町
長
・
教
育
長
等
）
に
質
問
で
き

る
も
の
。
質
問
時
間
は
、
答
弁
を
除
き
30
分
以
内
。

ホームページで
一般質問を録画
配信しています■傍聴場所 本庁舎２階議場傍聴席

■ライブ中継 本庁舎２階フリースペース、本郷庁舎１階ホール、
 新鶴庁舎１階ホール、宮川・本郷・新鶴生涯学習センター

議会を傍聴してみましょう！
定例会６月会議は、６月５日（月）再開です。



［ 9 ］議会だより第 70 号

一
般
質
問

▲  録画配信
が見られ
ます

小
こ

柴
しば

　葉
は

月
づき

議
員　

令
和
４
年
12
月
の
質
問

で
、
町
を
豊
か
に
す
る
た
め
に

①
特
定
の
事
業
に
重
点
的
に
財
源

を
落
と
す
。

②
そ
の
た
め
に
財
源
を
生
み
出

す
。

③
そ
の
た
め
に
無
駄
を
な
く
す
。

と
い
う
３
点
は
共
通
の
認
識
が
で

き
た
。
で
は
、
財
源
を
確
保
し
た

場
合
ど
の
よ
う
に
予
算
の
配
分
を

す
れ
ば
町
が
豊
か
に
な
る
と
考
え

て
い
る
の
か
所
見
を
伺
う
。

町
長　
人
口
減
少
対
策
に
重
き
を

置
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。

議
員　
他
自
治
体
に
ど
ん
な
成
功

事
例
が
あ
る
の
か
町
長
自
身
は
調

べ
て
い
る
か
。

町
長　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ

る
こ
と
が
で
き
、
実
績
を
上
げ
て

い
る
自
治
体
に
は
魅
力
が
あ
り
ま

す
。
我
が
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な

魅
力
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
か
、
様
々
な
施
策
を
精
査
し

な
が
ら
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

議
員　
他
自
治
体
の
成
功
事
例
を

見
る
と
き
に
、
何
を
し
た
の
か
う

わ
べ
の
情
報
を
知
っ
た
こ
と
で
満

足
し
て
し
ま
い
が
ち
だ
が
、
そ
れ

を
真
似
し
て
同
じ
よ
う
に
成
功
す

る
わ
け
が
な
い
。
一
番
大
切
な
の

は
成
功
事
例
を
生
み
出
す
ま
で
の

プ
ロ
セ
ス
を
多
角
的
に
深
く
理
解

す
る
こ
と
で
あ
る
。
温
泉
施
設
の

廃
止
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
財
源

で
成
功
事
例
を
集
め
て
く
る
よ
う

な
専
門
員
を
雇
用
し
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
。

町
長　
令
和
５
年
度
、
国
の
制
度

を
活
用
し
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派

遣
し
て
も
ら
う
予
定
で
す
。
全
国

の
様
々
な
成
功
事
例
も
含
め
て
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
す
。

議
員　
町
長
が
打
ち
出
し
た
特
定

分
野
へ
の
予
算
の
配
分
に
つ
き
、

町
民
か
ら
反
対
意
見
が
出
た
場
合

ど
う
す
る
の
か
。

町
長　
ご
意
見
に
対
し
て
聞
く
耳

を
持
っ
て
精
査
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。�
ご
理
解

を
得
ら
れ
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る

よ
う
、
丁
寧
な
説
明
に
努
め
ま

す
。

議
員　
自
分
の
責
任
で
何
か
を
決

め
て
い
く
こ
と
は
簡
単
で
は
な

く
、
毒
に
も
薬
に
も
な
ら
な
い
よ

う
な
意
見
に
し
て
反
対
者
を
出
さ

な
い
方
向
を
選
ん
で
し
ま
い
が
ち

だ
が
、
そ
れ
で
は
首
長
は
務
ま
ら

な
い
と
私
は
思
う
。 

嫌
わ
れ
る

覚
悟
を
持
っ
て
突
き
進
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る

が
、
そ
の
強
い
意
志
は
町
長
に
あ

る
の
か
。

町
長　
首
長
と
し
て
1
番
大
事
な

の
は
決
断
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

強
い
信
念
を
持
っ
て
決
断
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

その財源、どこに使うのか
答 人口減少対策に重きを

さらに ！ひと言
豊かな町へ

第二歩
“ 予算の配分 ”

次回、各論に入ります！



議会だより第 70 号［10］

一
般
質
問

▲  録画配信
が見られ
ます

長
なが

嶺
みね

　一
かず

也
や

さらに ！ひと言

町の未来のため、
子育て・結婚支援の

充実を！

議
員　

ご
み
の
減
量
化
は
、

S
D
G
s
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
直
結
す
る
。
ご
み
焼
却
場

の
燃
料
費
が
削
減
さ
れ
る
と
と
も

に
、
処
理
施
設
の
長
寿
命
化
等
に

も
つ
な
が
り
、
結
果
的
に
町
民
の

税
負
担
の
軽
減
に
も
な
る
。
ご
み

減
量
の
さ
ら
な
る
広
報
啓
発
を
行

っ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長　
生
ご
み
の
約
80
％
が
水
分

で
あ
り
、
水
切
り
に
よ
り
重
量
を

約
10
％
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
生

ご
み
の
水
切
り
は
ご
み
減
量
化
に

大
変
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
家
庭
に
お
け
る
電
動
生

ご
み
処
理
機
の
導
入
を
普
及
す
べ

く
、
購
入
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
令
和
４
年
度
よ
り
、
補
助
金

の
上
限
額
を
３
万
円
か
ら
５
万
円

に
し
ま
し
た
。

実
績
は
、
令
和

３
年
度
は
４

件
、
令
和
４
年

度
は
８
件
で
し

た
。
引
き
続
き

ご
み
減
量
化
に

向
け
た
広
報
啓

発
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

議
員　
ご
み
を
資
源
と
し
て
活
用

し
、
循
環
経
済
の
構
築
を
可
能
と

す
る
考
え
方
を
醸
成
す
る
こ
と
も

重
要
と
考
え
る
が
。

町
長　
町
民
の
協
力
の
も
と
選
別

収
集
を
実
施
し
て
お
り
、
資
源
物

回
収
量
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
小
型
家
電
の
回
収
重
量
は
、

こ
れ
ま
で
で
20
ト
ン
を
超
え
て
い

ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
用
品
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
度
の
実
績
で
5
9
5
㎏

が
リ
ユ
ー
ス
さ
れ
ま
し
た
。

　
役
場
１
階
で
常
設
の
子
供
服
リ

ユ
ー
ス
と
と
も
に
、
ご
み
減
量
に

向
け
た
普
及
啓
発
が
定
着
し
て
き

て
い
ま
す
。

生ごみの水切りはごみ出しの基本の
基。地球のサステナブルのために！

ごみの減量化は
答 生ごみの水切りの徹底

議
員　
結
婚
か
ら
子
育
て
ま
で
の

切
れ
目
の
な
い
支
援
事
業
と
は
。

町
長　
新
婚
生
活
に
係
る
費
用
を

支
援
す
る
た
め
、
夫
婦
と
も
に
39

歳
以
下
で
世
帯
所
得
が
5
0
0
万

円
未
満
の
場
合
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
、
ア
パ
ー
ト
等
の
家
賃
、
引
っ

越
し
費
用
に
最
大
60
万
円
を
補
助

し
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
世
帯
へ
の
新
た

な
家
計
支
援
と
し
て
、
小
・
中
学

校
入
学
時
に
3
万
円
、
中
学
校
卒

業
時
に
5
万
円
の
支
援
金
を
交
付

令和５年度の子育て支援事業は
答 新たな結婚新生活支援事業

し
ま
す
。

議
員　
町
独
自
の
給
付
型
奨
学
金

や
奨
学
金
の
一
部
助
成
の
実
施

は
。

教
育
長　

給
付
型
は
困
難
で
す

が
、
一
部
助
成
は
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
大
学
等
卒
業
後
、
本
町
に
戻
り

居
住
し
た
上
で
町
外
も
含
め
て
就

労
し
た
場
合
、
奨
学
金
の
半
額
を

減
免
し
て
お
り
、
町
の
人
材
確
保

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

議
員
　
新
鶴
温
泉
の
誘
客
支

援
と
体
験
型
ツ
ア
ー
の
商
品

化
は
。

町
長
　
周
辺
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
等
を
活
用
し
た
官
民
協
働

の
支
援
と
、
㈱
モ
ン
ベ
ル
と

連
携
し
た
魅
力
あ
る
ツ
ア
ー

企
画
の
商
品
化
を
進
め
ま
す
。



［11］議会だより第 70 号

一
般
質
問

て
、
町
民
の
真
剣
な
熱
量
に
は
驚

い
た
と
こ
ろ
で
す
。

議
員　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

整
備
後
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
考

え
を
伺
う
。

町
長　
令
和
５
年
度
は
、
旧
本
郷

第
一
小
学
校
跡
地
利
活
用
基
本
計

画
に
基
づ
き
、
イ
ベ
ン
ト
、
実
証

実
験
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い

具
体
的
な
機
能
の
絞
り
込
み
や
配

置
等
を
盛
り
込
ん
だ
実
施
計
画
を

策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
管
理
運
営

が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、

町
民
等
が
積
極
的
に
関
わ
れ
る
仕

組
み
づ
く
り
と
そ
の
機
運
の
醸
成

に
向
け
、
引
き
続
き
話
し
合
い
で

合
意
形
成
を
図
り
ま
す
。

議
員　
　
こ
の
２
年
間
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
よ
う
や
く
基
本
計
画

に
た
ど
り
着
い
た
。
こ
れ
ま
で
と

違
っ
て
住
民
に
寄
り
添
っ
た
町
の

進
め
方
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参

加
者
に
大
い
な
る
感
動
を
生
ん
で

い
る
。
ど
の
よ
う
な
認
識
か
。

町
長　
あ
ら
ゆ
る
人
に
利
用
さ
れ

る
場
所
で
あ
る
べ
き
と
の
考
え
か

ら
町
民
と
の
話
し
合
い
を
大
切
に

し
、
町
民
の
主
体
的
な
意
見
や
ア

イ
デ
ィ
ア
を
基
本
と
し
た
計
画
と

す
る
た
め
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し

▲  録画配信
が見られ
ます

根
ね

本
もと

　謙
けん

一
いち

議
員　
提
起
し
て
き
た
「
高
田
地

域
ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
長
期
的

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
」
の
決
断
を
評
価

し
た
い
。
高
田
地
域
を
点
か
ら

線
、
線
か
ら
面
に
広
げ
た
ビ
ジ
ョ

ン
づ
く
り
を
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
所
見
を
伺
う
。

町
長　
全
体
を
見
渡
し
て
の
観
点

は
必
要
で
す
。
広
く
意
見
を
集
約

し
て
特
色
を
活
か
し
た
エ
リ
ア
と

し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
住
民

に
と
っ
て
望
ま
れ
る
「
住
み
良
い

ま
ち
」
を
実
感
で
き
、
よ
い
イ
メ

ー
ジ
の
共
有
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

議
員　

町
民
挙
げ

て
多
角
的
観
点
か

ら
の
検
討
が
肝
要

で
あ
る
。
そ
こ
で

重
要
な
リ
ー
ド
役

と
知
見
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
は
必
須
要

件
で
あ
り
、
取
り

組
み
体
制
構
成
と

策
定
期
間
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

町
長　
「
ま
ち
な
か
創
出
協
議
会
」

の
構
成
は
、
県
紹
介
の
専
門
家
、

学
識
経
験
者
、
商
工
業
者
を
は
じ

め
多
方
面
の
分
野
と
公
募
メ
ン
バ

ー
な
ど
、
幅
広
い
層
か
ら
の
意
見

集
約
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
策

定
期
間
は
１
年
目
で
方
針
固
め
、

２
年
目
に
実
施
計
画
、
３
年
目
か

ら
事
業
実
施
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
で
す
。

まちなかビジョンは広く俯
ふ

瞰
か ん

を
答 特色活かし住みよいまちに

旧本郷一小跡地Ｗ
ワーク

Ｓ
ショップ

の感動を計画に
答 町民の意見アイディアを基本に

さらに ！ひと言
コロナ後準備

どこまでしていたか
問われるか

ここから官民協働による “ まちづくり ” のスタートライン
にしたいね

そ
の
他
の
質
問

議
員　

町
長
施
政
方
針
の
思

い
入
れ
は
。

町
長　

人
口
減
少
対
策
と
新

鶴
温
泉
周
辺
の
活
用
整
備
。

議
員　

山
城
跡
整
備
資
料
室

と
ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能
は
瀬
戸

町
に
必
置
。

町
長　

各
所
管
に
一
体
的
取

り
組
み
を
指
示
し
た
。



議会だより第 70 号［12］

一
般
質
問

▲  録画配信
が見られ
ます

大
おお

竹
たけ

　惣
そう

さらに ！ひと言

町民に身近な
町政実現のために

尽力します！

議
員　
高
田
温
泉
施
設
廃
止
後
の

利
活
用
方
針
策
定
方
法
を
伺
う
。

町
長　
「
旧
高
田
温
泉
あ
や
め
の

湯
利
活
用
検
討
委
員
会
」
を
組
織

し
、
決
定
し
ま
す
。

議
員　
広
く
意
見
を
集
め
る
た
め

に
は
検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は

多
様
性
が
必
要
と
考
え
る
。
ど
の

よ
う
な
方
を
選
出
す
る
の
か
を
伺

う
。

町
長　
学
識
経
験
者
を
含
む
、
多

方
面
の
分
野
と
公
募
に
よ
る
メ
ン

バ
ー
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

議
員　
町
民
か
ら
「
屋
内
遊
び
場

と
福
祉
の
拠
点
と
な
る
施
設
」
を

整
備
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
状

の
町
内
施
設
を
利
活
用
す
る
な
ら

構
造
上
、
高
田
温
泉
施
設
に
整
備

す
る
の
が
適
当
だ
と
考
え
る
。
子

育
て
と
町
内
福
祉
の
拠
点
と
な
る

よ
う
な
施
設
整
備
を
。

町
長　
子
育
て
に
関
す
る
施
設
を

一
体
的
に
整
備
す
れ
ば
、
子
育
て

世
代
の
満
足
度
向
上
に
つ
な
が
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
利
活
用
方

針
の
一
案
と
し
て
検
討
委
員
会
で

協
議
し
ま
す
。

議
員　
ど
の
よ
う
な
方
針
で
Ｄ※

Ｘ

化
を
進
め
る
考
え
か
を
伺
う
。

町
長　
令
和
５
年
度
中
に
Ｄ
Ｘ
戦

略
を
策
定
し
、
今
後
の
方
針
を
明

ら
か
に
し
ま
す
。
ま
た
、
町
広
報

誌
を
活
用
し
、
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
の

周
知
を
図
り
ま
す
。

議
員　
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
た
め

組
織
体
制
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

町
長　
令
和
６
年
度
か
ら
新
た
に

Ｄ
Ｘ
担
当
部
署
を
設
置
し
、
各
課

を
横
断
的
に
取
り
ま
と
め
る
体
制

高田温泉施設利活用の提言
答 一案として協議

DX化の推進体制は
答 新たに担当部署を設置

を
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　
情
報
格
差
解
消
の
た
め
の

対
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

町
長　
Ｄ
Ｘ
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
デ
ジ

ロ
グ
」
を
掲
げ
、
ア
ナ
ロ
グ
的
な

手
法
も
含
め
た
形
で
苦
手
な
方
も

取
り
残
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
進

め
ま
す
。

今まで以上に町民に喜ばれる施設に生まれ変わってほしい。

そ
の
他
の
質
問

議
員
　
観
光
振
興
の
た
め
に

簡
易
道
の
駅
の
整
備
を
。

町
長
　
ま
ち
な
か
賑
わ
い
協

議
会
の
中
で
検
討
し
ま
す
。

議
員
　
農
業
資
材
バ
ン
ク
を

設
置
し
、
持
続
的
な
農
業
振

興
を
。

町
長
　
令
和
５
年
度
よ
り
試

行
的
に
実
施
し
ま
す
。

議
員
　
意
見
交
換
会
等
は
、

テ
ー
マ
を
絞
り
発
言
し
や
す

く
。

町
長
　
令
和
５
年
度
は
移
住

者
の
交
流
会
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

※DX　�デジタルトランスフォーメーションの略称。「進化したデジタル技術を活用し、
ビジネスだけでなく人々の生活をより良い状態へ変革する」といった概念。
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じ
て
積
極
的
に
行
な
う
こ
と
に
留

意
す
る
こ
と
」
と
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
令
和
４
年
度
は
町
内
４
校
の

う
ち
３
校
が
ス
キ
ー
授
業
を
、
１

校
が
雪
遊
び
等
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
各
学
校
に
お
い
て
、
シ
ー
ズ

ン
レ
ン
タ
ル
を
紹
介
し
た
り
、
不

要
に
な
っ
た
ス
キ
ー
用
品
を
譲
り

渡
す
な
ど
、
保
護
者
負
担
の
軽
減

を
図
り
、
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う

進
め
て
い
き
ま
す
。

議
員　
シ
ー
ズ
ン
レ
ン
タ
ル
を
行

な
っ
て
い
る
学
校
数
は
。

教
育
長　
現
在
は
１
校
で
す
。

議
員　
現
在
、
小
学
校
で
は
１
月

か
ら
ス
キ
ー
授
業
を
行
い
、
２
月

中
旬
の
ス
キ
ー
教
室
を
最
後
に
終

了
し
て
い
る
。
約
１
カ
月
の
た
め

に
ス
キ
ー
用
品
購
入
等
、
保
護
者

の
負
担
が
大
き
い
と
考
え
る
。
昨

今
の
物
価
高
の
影
響
を
考
え
れ

ば
、
そ
の
負
担
は
更
に
大
き
く
な

る
事
か
ら
、
ス
キ
ー
授
業
の
見
直

し
の
考
え
を
伺
う
。

教
育
長　
学
習
指
導
要
領
で
は
、

「
自
然
と
の
か
か
わ
り
の
深
い
雪

遊
び
や
ス
キ
ー
等
の
指
導
に
つ
い

て
は
、
学
校
や
地
域
の
実
態
に
応

▲  録画配信
が見られ
ます

村
むら

松
まつ

　尚
なおし

議
員　
昨
年
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
か
ら
Ｅ
Ｖ
充
電
施
設
の
考

え
方
、
ま
た
公
用
車
の
入
れ
替
え

に
つ
い
て
質
疑
を
行
っ
た
が
、
令

和
５
年
度
に
向
け
て
伺
う
。

　
令
和
４
年
度
購
入
予
定
の
３
台

の
公
用
車
は
予
定
ど
お
り
に
納
車

さ
れ
た
の
か
。

町
長　
当
初
、
３
台
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
経
過
年
数
が
13
年
以
上

で
、
走
行
距
離
が
18
万
㎞
を
超
え

る
２
台
の
状
態
が
悪
い
た
め
、
４

台
と
し
ま
し
た
。
４
台
の
う
ち
２

台
は
納
車
さ
れ
、
２
台
が
納
車
待

ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員　
令
和
５
年
度
の
公
用
車
購

入
予
定
は
。

町
長　
町
長
車
の
１
台
で
す
。

議
員　
明
確
な
交
換
理
由
は
。

町
長　
車
内
で
の
打
ち
合
わ
せ
や

着
替
え
、
移
動
中
の
疲
労
軽
減
が

図
れ
る
こ
と
で
す
。

議
員　
現
在
の
車
よ
り
も
グ
レ
ー

ド
が
上
が
る
が
、
町
民
の
理
解
は

得
ら
れ
る
か
。

町
長　
大
き
く
な
り
、
着
替
え
も

出
来
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
他
町
村

と
比
べ
、
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て

も
差
支
え
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

議
員　
Ｅ
Ｖ
充
電
施
設
の
５
年
度

の
取
り
組
み
は
。

町
長　
本
郷
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
２
台
分
を

整
備
予
定
で
す
。

町長車はどのような車種か
答 アルファードと同等

スキー授業の見直しは
答 理解を得られるよう進める

さらに ！ひと言
町長車の

入れ替えは
必要なのか疑問だ。

【左】購入予定車種と【右】現在の町長車

費用負担が大きい
スキー授業

そ
の
他
の
質
問

議
員
　
温
泉
利
用
料
の
助
成

期
間
は
。

町
長
　
期
間
は
設
け
て
い
ま

せ
ん
。

議
員
　
待
機
児
童
解
消
へ
ア

ン
ケ
ー
ト
は
。

教
育
長
　
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
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▲  録画配信
が見られ
ます

荒
あら

川
かわ

　佳
けい

一
いち

さらに ！ひと言

防災無線に代わる
情報伝達手段

となるか

議
員　
町
内
全
域
に
Ｗ※

ｉ
－
Ｆ
ｉ

通
信
環
境
が
整
備
さ
れ
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
し
や
す
い
環
境

と
な
る
が
、
防
災
、
観
光
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
ど
の
よ
う
に
活

用
す
る
の
か
。

町
長　

Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
環
境
整
備

は
、
今
後
更
な
る
情
報
化
社
会
の

進
展
に
向
け
、
町
の
課
題
解
決
を

図
る
た
め
、
様
々
な
取
り
組
み
を

行
う
上
で
の
重
要
な
通
信
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

議
員　
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
を
活
用
し
た

防
災
放
送
を
整
備
す
る
等
、
Ｗ
ｉ

－
Ｆ
ｉ
を
防
災
に
活
用
す
る
考
え

は
あ
る
の
か
。

町
長　
防
災
放
送
の
聞
こ
え
づ
ら

さ
解
消
や
S
N
S
等
の
様
々
な
手

段
で
迅
速
に
情
報
伝
達
を
行
う
た

め
、
新
た
に
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
、
J
ア
ラ
ー
ト
に
対
応

し
て
行
き
ま
す
。
防
災
放
送
シ
ス

テ
ム
へ
の
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
環
境
の
活

用
に
つ
い
て
は
検
討
し
ま
す
。

議
員　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

見
守
り
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
に
Ｗ

ｉ
－
Ｆ
ｉ
を
活
用
し
、
利
用
料
金

を
助
成
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

町
長　
現
在
は
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
へ
対

応
し
た
シ
ス
テ
ム
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
高
齢
者
等
の
見
守
り
に
Ｗ

ｉ
－
Ｆ
ｉ
が
活
用
で
き
る
か
調
査

し
ま
す
。
ま
た
、
割
引
プ
ラ
ン
が

設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
使
用
料

金
助
成
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員　
重
要
な
観
光
の
拠
点
と
な

っ
て
い
る
新
鶴
温
泉
の
利
用
料
等

に
つ
い
て
具
体
的
な
助
成
の
内
容

を
伺
う
。

町
長　
町
内
の
日
帰
り
温
泉
を
利

用
す
る
町
民
を
対
象
に
、
今
ま
で

と
同
等
の
料
金
で
利
用
で
き
る
よ

う
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

町Wi-Fi環境の有効活用を
答 見守りやＪアラートに対応

民営化で町民福祉向上を
答 町内温泉業者、周辺事業者と共に

議
員　

譲
渡
し
た
温
泉
を
活
用

し
、
町
民
の
福
祉
向
上
と
健
康
増

進
を
図
る
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
実
施
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

町
長　
事
業
者
や
周
辺
事
業
者
も

含
め
て
定
期
的
な
打
ち
合
わ
せ
を

開
催
し
、
観
光
目
線
か
ら
福
祉
や

ス
ポ
ー
ツ
、
フ
レ
イ
ル
予
防
な
ど

を
協
議
し
て
い
く
こ
と
で
、
町
民

の
福
祉
の
向
上
と
健
康
増
進
に
努

め
ま
す
。

各地区にある防災無線に基地局が
設置され、半径 300 ｍのWi －
Fi 通信が可能

リニュアルオープンした新鶴温泉施設
※Wi-Fi（ワイファイ）　�パソコンやスマートフォンなど、ケーブルを使わず機器同士で

無線通信を利用してデータのやりとりをする仕組み。
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議
員　
e※
ス
ポ
ー
ツ
は
小
学
生
が

高
齢
者
用
に
ゲ
ー
ム
を
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
し
て
対
戦
す
る
な
ど
、
高

齢
者
が
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い

る
。
年
齢
を
問
わ
な
い
交
流
や
社

会
的
交
流
の
確
保
、
ま
た
脳
機
能

の
活
性
化
な
ど
、
認
知
症
予
防
効

果
が
期
待
さ
れ
、
採
用
す
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。
認
知
症
に
な

り
た
い
方
は
誰
も
い
な
い
。“
認

知
症
予
防
〟
に
力
を
入
れ
て
い
く

べ
き
で
あ
る
。
町
の
考
え
を
伺

う
。

町
長　
自
治
体
と
民
間
団
体
と
の

共
同
で
実
証
実
験
の
取
組
み
も
進

め
ら
れ
、
高
齢
者
の
社
会
的
フ
レ

イ
ル
、
注
意
分
割
機
能
の
向
上
が

見
ら
れ
た
と
い
う
研
究
結
果
が
あ

る
こ
と
か
ら
他
の
事
例
を
参
考
に

研
究
し
ま
す
。

▲  録画配信
が見られ
ます

小
こ

島
じま

　裕
ひろ

子
こ

議
員　
毎
日
の
報
道
等
か
ら
電
気

料
金
の
高
騰
で
、
一
般
家
庭
の
中

に
は
10
万
円
を
超
え
て
い
る
方
が

い
る
。
町
は
庁
舎
を
は
じ
め
各
公

共
施
設
を
快
適
に
利
用
で
き
る
よ

う
配
慮
を
重
ね
て
い
る
と
推
察
は

す
る
が
、
気
に
な
る
の
は
電
気
料

金
で
あ
る
。
今
後
ど
の
よ
う
な
節

電
対
策
を
実
施
し
て
い
く
の
か
伺

う
。

町
長　
「
会
津
美
里
町�

地
球
温
暖

化
対
策�
実
行
計
画
」
を
策
定
し
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な

い
範
囲
で
、
主
に
冷
暖
房
温
度
の

適
温
設
定
の
徹
底
、
不
要
な
照
明

の
消
灯
、
間
引
き
点
灯
、
ノ
ー
残

業
デ
ー
（
水
）
の
一
斉
消
灯
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

議
員　
4
月
か
ら
の
電
気
料
金
の

値
上
げ
の
報
道
や
、
温
暖
化
の
影

響
も
考
え
る
と
職
員
の
努
力
だ
け

で
は
限
り
が
あ
る
。
建
物
の
熱
伝

導
率
は
窓
ガ
ラ
ス
が
60
％
強
に
な

る
。
冷
暖
房
コ
ス
ト
を
下
げ
る
た

め
に
、
断
熱
効
果
の
高
い
透
明
フ

ィ
ル
ム
を
窓
ガ
ラ
ス
に
貼
る
こ
と

は
か
な
り
効
果
的
と
考
え
る
が
。

町
長　
全
て
の
窓
に
貼
る
こ
と
は

難
し
い
。
先
ず
は
既
存
の
ブ
ラ
イ

ン
ド
等
を
上
手
く
活
用
し
夏
場
は

冷
え
た
空
気
を
逃
さ
な
い
。
冬
場

は
太
陽
の
熱
を
取
り
込
む
な
ど
の

工
夫
で
削
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

公共施設の節電対策は
答 今あるものを有効活用し

認知症予防にeスポーツを
答 研究していく

さらに ！ひと言
十分な睡眠は、

疲労回復と
認知症の予防に

※ｅスポーツ　コンピュータゲームをスポーツ競技としてとらえる際の名称。

ブラインド等は日光を遮断し室温上昇を抑え
るが、断熱効果は低い。

そ
の
他
の
質
問

議
員
　
机
拡
張
ツ
ー
ル
で
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
落
下
防
止
を
。

教
育
長
　
引
き
続
き
調
査
・

研
究
を
進
め
ま
す
。
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▲  録画配信
が見られ
ます

横
よこ

山
やま

　義
よし

博
ひろ

さらに ！ひと言

分館廃止地区の
安全対策は？

議
員　
現
在
、
町
の
計
画
で
は
農

業
体
験
学
習
農
場
に
含
ま
れ
る

「
農
業
体
験
学
習
館
」
は
民
間
へ

の
売
却
を
進
め
、
で
き
な
い
場
合

は
解
体
す
る
と
な
っ
て
い
る
が
、

農
業
体
験
学
習
農
場
と
一
体
化
し

て
い
る
施
設
で
あ
る
た
め
維
持
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を

伺
う
。

町
長　
平
成
５
年
度
に
建
築
し
た

農
業
体
験
学
習
館
に
つ
い
て
は
耐

用
年
数
が
経
過
す
る
こ
と
か
ら
町

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
で
は

民
間
売
却
を
進
め
、
で
き
な
い
場

合
は
解
体
す
る
と
し
て
い
ま
す

が
、
建
物
の
状
態
は
比
較
的
良
好

で
あ
り
小
規
模
な
修
繕
に
よ
り
利

用
可
能
な
施
設
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
民
間
売
却
を

進
め
ま
す
が
、
当
面
の
間
は
現
状

の
ま
ま
運
営
を
継
続
し
、
売
却
で

き
な
い
場
合
は
新
た
な
活
用
方
法

を
調
査
し
て
い
き
ま
す
。

議
員　
赤
沢
・
旭
・
藤
川
・
尾
岐
・

東
尾
岐
の
各
分
館
の
廃
止
に
つ
い

て
各
地
区
へ
の
説
明
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
地

域
の
避
難
場
所
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
分
館
が
廃
止
し
た
場
合
ど

の
よ
う
に
対
処
す
る
か
伺
う
。

教
育
長　
令
和
3
年
11
月
に
懇
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
全
て
の
分

館
を
令
和
５
年
度
末
に
廃
止
し
、

建
物
は
自
治
区
で
希
望
が
あ
れ
ば

無
償
譲
渡
す
る
旨
説
明
し
ま
し

た
。
令
和
６
年
度
に
解
体
す
る
藤

農業体験農場の今後は
答 現状のまま継続

生涯学習センター分館への対応は
答 自治区と調整

川
分
館
を
除
き
、
対
象
地
区
の
自

治
区
長
に
は
譲
渡
の
希
望
の
有
無

に
つ
い
て
３
月
末
日
ま
で
に
回
答

を
い
た
だ
き
ま
す
。
譲
渡
の
希
望

が
な
い
場
合
で
も
、
耐
用
年
数
が

残
っ
て
い
る
施
設
は
残
存
期
間
中

の
有
効
活
用
を
図
る
べ
く
、
借
用

希
望
の
有
無
に
つ
い
て
も
お
伺
い

し
て
い
ま
す
。

町
長　
避
難
所
と
し
て
指
定
し
て

い
る
各
分
館
は
耐
震
上
の
問
題
も

あ
り
、
令
和
５
年
度
の
分
館
廃
止

を
も
っ
て
避
難
所
の
指
定
を
外
し

ま
す
。

　
今
後
の
対
応
と
し
て
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
で
地
域
及
び
自
宅
の
危

険
度
、
さ
ら
に
は
避
難
所
を
把
握

し
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
町
の

指
示
に
よ
り
安
全
な
場
所
に
移
動

し
て
い
た
だ
き
、
町
が
指
定
す
る

避
難
所
以
外
で
も
安
全
な
親
戚
や

知
人
宅
へ
避
難
す
る
こ
と
も
有
効

な
手
段
と
さ
れ
て
い
る
の
で
十
分

な
周
知
を
は
か
り
、
地
域
の
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
目
的
と
し
て

自
主
防
災
組
織
の
設
立
の
働
き
か

け
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

ケナフとオタネニンジンの圃場



一
般
質
問

［17］議会だより第 70 号

▲  録画配信
が見られ
ます

渋
しぶ

井
い

　清
きよ

隆
たか

議
員　
結
論
か
ら
言
え
ば
、
行
政

財
産
に
私
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る

た
め
違
反
に
あ
た
る
。

地
方
自
治
法
第
２
３
８
条
の
４
第

１
項
（
行
政
財
産
の
管
理
及
び
処

分
）
に
は
、
行
政
財
産
は
、
売
り

払
い
、
又
は
こ
れ
に
「
私
権
を
設

定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

同
法
第
２
３
８
条
の
５
第
１
項
に

は
、
普
通
財
産
は
、
売
り
払
い
、

又
は
こ
れ
に
私
権
を
設
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
明
記
さ
れ
て
い

る
。

（
処
分
と
は
、
普
通
財
産
に
分
類

替
え
す
る
意
味
で
、
行
政
処
分
に

あ
た
り
内
部
行
為
で
あ
る
）

ま
た
、「
仮
契
約
と
は
、
将
来
当

事
者
間
に
本
契
約
を
締
結
さ
せ
る

拘
束
を
生
じ
さ
せ
る
契
約
で
あ

る
」
契
約
に
至
る
準
備
行
為
と
し

て
予
約
と
は
い
え
契
約
の
一
部
と

し
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

経
緯
に
つ
い
て

土
地
売
買
（
仮
契
約
）
は
令
和
４

年
12
月
12
日
。

行
政
財
産
の
用
途
廃
止
日
は
令
和

５
年
３
月
31
日
。

土
地
建
物
売
買
本
契
約
の
成
立

（
議
会
の
議
決
）
日
は
令
和
４
年

12
月
15
日
で
あ
る
。

問
題
は
、
本
契
約
締
結
（
議
会
の

議
決
）の
時
点
で「
普
通
財
産
化
」

に
な
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、私
権
と
は
、そ
の
意
味
、

分
類
、
権
利
を
具
体
的
に
示
せ
。

町
長　
私
権
と
は
、
私
法
関
係
に

お
い
て
認
め
ら
れ
た
権
利
で
す
。

分
類
は
内
容
の
点
か
ら
財
産
権
、

作
用
の
点
か
ら
形
成
権
、
効
力
の

範
囲
の
点
か
ら
相
対
権
で
す
。

議
員　
同
法
第
２
３
８
条
の
４
第

６
項
に
は
、
第
１
項
の
規
定
に
違

反
す
る
行
為
は
、
こ
れ
を
無
効
と

す
る
、
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
売

買
契
約
は
相あ

い

対た
い

契
約
に
あ
た
り
法

の
解
釈
と
判
断
に
誤
り
が
あ
る
。

町
長　
行
政
財
産
を
売
却
す
る
も

の
で
は
な
く
行
政
財
産
と
し
て
の

用
途
廃
止
後
に
普
通
財
産
に
切
り

替
え
た
う
え
で
売
却
す
る
も
の

で
、
地
方
自
治
法
第
２
３
８
条
の

４
第
１
項
に
は
抵
触
し
な
い
た
め

同
法
第
２
３
８
条
の
４
第
６
項
に

よ
り
無
効
に
は
な
ら
な
い
と
判
断

し
ま
す
。

温泉施設売却の仮契約自体が違反
答 違反にあたる行為はない

さらに ！ひと言

我が町には法律は
適用しないのか

土地建物等売買仮契約書（抜粋）

そ
の
他
の
質
問

議
員
　
給
食
費
無
償
化
の
実

現
は
。

町
長
　
金
額
の
比
較
対
象
の

例
で
す
。（
温
泉
施
設
売
却
に

か
か
る
町
民
説
明
会
で
の
町

の
発
言
に
対
す
る
問
答
）



議会だより第 70 号［18］

一
般
質
問

▲  録画配信
が見られ
ます

山
やま

内
うち

　豪
すぐる

さらに ！ひと言

コロナ後遺症
本当に怖い！！

議
員　
農
業
者
は
、
農
産
物
価
格

の
低
迷
や
生
産
費
の
高
騰
な
ど
に

よ
り
再
生
産
も
難
し
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
。
肥
料
等
が
昨
年
以
上

に
高
騰
し
た
場
合
、
何
ら
か
の
対

策
を
打
た
な
け
れ
ば
、
農
業
者
の

離
農
や
廃
業
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
。
そ
こ
で
、
令
和
５
年
度
に
お

い
て
も
安
心
し
て
農
業
に
従
事
で

き
る
よ
う
農
業
者
を
守
る
対
策
が

必
要
と
考
え
る
。
町
の
所
見
を
伺

う
。

町
長　
令
和
４
年
度
は
、
県
の
緊

急
対
策
事
業
に
上
乗
せ
す
る
形
で

支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
肥
料
高
騰
に
つ
い
て
は
全
国
的

な
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
今
後
の

国
や
県
の
支
援
策
の
動
向
を
注
視

し
、
緊
急
的
な
支
援
を
講
じ
る
必

要
が
あ
れ
ば
、
支
援
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

議
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
マ
ス
ク
着
用
を
個
人

の
判
断
に
委
ね
る
新
指
針
は
、
今

ま
で
の
指
針
と
は
正
反
対
の
対
応

で
あ
り
、
多
く
の
方
々
が
判
断
に

困
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

特
に
子
ど
も
た
ち
が
様
々
な
場
所

で
混
乱
す
る
の
で
は
な
い
か
と
懸

念
し
て
お
り
、
一
人
ひ
と
り
の
自

由
意
思
に
基
づ
く
判
断
に
よ
っ

て
、
差
別
や
い
じ
め
が
発
生
し
な

い
か
と
と
て
も
心
配
で
あ
る
。
そ

こ
で
マ
ス
ク
着
用
の
判
断
を
尊
重

し
合
え
る
よ
う
に
、
教
育
現
場
や

肥料高騰緊急対策事業について
答 国・県の動向を注視

コロナウイルス感染症の対応は
答 今後もワクチン接種料は無料

公
的
場
所
に
お
い
て
徹
底
し
た
周

知
が
必
要
と
考
え
る
が
、
町
の
所

見
を
伺
う
。

町
長　
周
囲
の
方
に
感
染
を
拡
げ

な
い
た
め
、
ご
自
身
を
感
染
か
ら

守
る
た
め
に
も
新
し
い
マ
ス
ク
着

用
ル
ー
ル
の
周
知
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

教
育
長　
マ
ス
ク
着
脱
に
よ
る
差

別
や
い
じ
め
が
生
じ
な
い
よ
う
、

園
児
・
児
童
生
徒
に
指
導
を
行
う

と
と
も
に
保
護
者
の
理
解
も
得
な

が
ら
、
適
切
に
対
応
す
る
よ
う
各

こ
ど
も
園
・
小
中
学
校
に
徹
底
し

て
い
き
ま
す
。

議
員　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

無
料
化
は
。

町
長　
専
門
家
に
よ
る
検
討
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、「
引
き
続
き

自
己
負
担
な
く
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
」
と
の
方
針
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

春本番！出番を待つ肥料・肥料…

そ
の
他
の
質
問

議
員
　
水
道
使
用
料
の
基
本

料
金
減
免
へ
の
考
え
は
。

町
長
　
今
後
の
状
況
に
よ
り
、

検
討
し
ま
す
。



編
集

記
後

　
今
年
の
春
は
暖
か
い
日
が
多

く
、
桜
も
早
く
咲
き
、
農
作
業

も
例
年
よ
り
前
倒
し
で
行
っ
て

い
る
農
家
が
多
い
よ
う
で
し

た
。

　
物
価
高
騰
が
続
い
て
お
り
ま

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
５
類
に
引
き
下
げ
ら

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
新
年
度
は

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ

れ
、
観
光
客
が
多
く
訪
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
経
済
活
動
が
活

発
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
町
民
の
皆
様
の
豊
か

な
生
活
を
後
押
し
す
る
た
め

に
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て
励
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

�

（
大
竹　
惣
）

発
行
責
任
者

　
議
　
　
長
　
横
山
知
世
志
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［19］議会だより第 70 号

日程と会場

内　　　容

日　時 地　区 担当
グループ 会　場

6月17日（土）　午前10時~ 尾岐 １ 尾岐分館
6月17日（土）　午後1時30分~ 東尾岐 ２ 東尾岐分館
6月17日（土）　午後2時~ 永井野 １ 宮川生涯学習センター
6月17日（土）　午後6時~ 旭 ２ 旭分館
6月19日（月）　午後7時~ 高田Ａ（高田１～９区） ３ じげんプラザ（研修室Ａ・Ｂ）
6月20日（火）　午後7時~ 藤川 ３ 藤川分館
6月22日（木）　午後7時~ 赤沢 ３ 赤沢分館

6月23日（金）　午後7時~ 新鶴Ｂ（佐賀瀬川、上平、米
田、境野、鶴野辺） ３ 新鶴生涯学習センター

6月24日（土）　午前10時~ 高田Ｂ（高田10区～15区） １ じげんプラザ（研修室Ａ・Ｂ）

6月24日（土）　午後1時30分~ 新鶴Ａ（新屋敷、和田目、立
石田、小沢、沼田） ２ 新鶴生涯学習センター

6月24日（土）　午後2時~ 本郷Ａ（本郷１区～31区、
柳西） １ 本郷生涯学習センター

6月24日（土）　午後6時~ 本郷Ｂ（福重岡、氷玉、大石
（柳西除く）、穂馬） ２ 福永地区集会所

※開催時刻の15分前に開場となります。　※開催時間は、１時間30分程度です。

町では、令和７年度を目標にごみの減量に取り組んでいます。年々減少傾向ではありますが、燃やせ
るごみとして出されたうち約54％がリサイクルできる資源であることがわかりました。

当日は、議会で把握している課題をもとに、皆さんが普段どのようにごみを捨てているのかなど、ご
みの処分に対する取組み方についてお伺いさせていただきます。

①議会報告 ②テーマに添った意見交換
テーマ：ここが悩み　ごみの処分 ③町政・議会運営に関する意見交換

当日は、
この議会だよりを
ご持参ください。

地区別意見交換会を開催します！地区別意見交換会を開催します！

◎全議員が３グループに分かれお伺いします。

グループ３� 横山�義博、� 荒川�佳一、� 山内�　豪、� 小島�裕子、� 堤　�信也

グループ１� 小柴�葉月、� 大竹�　惣、� 渋井�清隆、� 星　�　次、� 鈴木�繁明
グループ２� 櫻井�幹夫、� 長嶺�一也、� 村松�　尚、� 根本�謙一、� 根本�　剛、　横山�知世志
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福
ふ く

島
し ま

　雅
ま さ

典
の り

さん（高田地域）
林
はやし

　隆
た か

男
お

さん
	 妻	和

か ず

子
こ

さん（高田地域）

🅠移住のきっかけは
🅐農業を軸に移住先を探した結果、歴史、自然、
ブランド力、農業への支援、首都圏からの距離
など、総合的によかった。出身の京都と歴史的
に深い関係があるので、何かを始めるストーリ
ーを描けると直感いたしました。

🅠これからの目標
🅐今以上に地域に溶け込み、町・人との繋がり
を広げたい。今、行っている農業を具体的に目
標を持ってしっかりやりたい。町のポテンシャ
ルを引き出し、魅力をアピールしたいです。

🅠町・議会に対して
🅐町民・町・議会の三位一体で活性化し明るい
未来を築くために、郷土愛、使命感、危機感を
持って、率先垂範を意識して行動していただき
たいと思います。

🅠昔と今、商店街の変化は
🅐とにかく歩く人が減り、空き店舗が増え、商
店街の存続が心配になっています。しかし、現
在80歳の私の目標は、「あと10年店を続けるこ
と」です。どうしたら人の流れを取り戻せるの
かいつも考えています。

🅠いつも心がけていることは
🅐お客様へ言葉で感謝を伝えることです。また
ここで買い物をしたい！と思ってもらえるよう
に努力しています。そして、家族への感謝です。
未熟な私がこんなに幸せになれたのはお母さん
（和子さん）のおかげです。いつもありがとう。

🅠議会へ一言
🅐議員の方もいつでもお店に来てほしいです。
買い物をしなくても顔を出してくれるだけで嬉
しいです。

〈担当者より〉
歴史を重んじ、自然豊かなこの町で、農業をはじ
めとして、輝く未来を築くため、町民の皆様と一
緒に考え行動してまいります。

〈担当者より〉
今回のインタビューで、直接町民の声を聞くこと
の大切さが改めてよくわかりました。町の活性化
について現状分析や先行事例を研究し、危機感を
持って取り組んでいきます。
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地区別意見交換会にお越しください！地区別意見交換会にお越しください！
議会基本条例に基づき、町議会及び議員の政策提案機能の強化と
拡大を図り、町民に対する説明責任を十分に果たすため、地域の皆
さまとの意見交換会を開催します。
どなたでもご参加いただけます。ぜひ、町民の皆さまの声をお聴
かせください。

日程等の詳細は
P.19をご覧ください。

今号より町民コーナーの枠を増やしました。


